
世界史B  近現代　45 第二次大戦2アジア・太平洋での戦争
1開戦まで
1939年　アメリカ⇒日米通商航海条約破棄⇒日本への(    　　　    )1の供給停止
日本⇒日中戦争は泥沼状態

┌侵略を正当化する「東亜新秩序」（「(        　　　　 )2共栄圏」❖a）構想を宣伝
└石油・錫・ゴムなどの重要資源の確保⇒(        　　　　   )3侵略の準備

1940年9月  ┌フランス領(        　　　　　    )4北部に侵入←1940年6月，フランスがドイツに降伏
　　　　　└ドイツ・イタリアと日独伊三国(      　　　   )5同盟)❖b結成      
1941年4月   (　　　　　　　)6交渉聞始→野村駐米大使とハル国務長官
　　　　　(　　　　　　　)7中立条約---北方の安全をはかる

7月　インドシナ南部に進駐→アメリカは在米日本資産凍結など→(    　　　    )8制裁
　　日本→米・英・中国・オランダを「ABCD包囲綱」と称し⇒国民に危機感を煽る

❖a---欧米「白人帯国主義」からの解放と共産主義の駆逐を名目にしたが，実察は日本が欧米にとってかわった。
❖b---国内には海軍次官山本五十六らの、英米との対立を招くとしてドイツとの条約締結に反対する意見もあった。

10月　(     　　　　   )9 (1884~1948)❖c内閣(~44年7月)(陸軍大臣兼任)成立
11月　「(  　　　      )10ノート」=日本の中国・仏印からの撤兵要求=日米交渉ゆきづまり

❖c---東京市生まれ。陸軍軍人。第40代首相。東京裁判の結果『A級戦犯』として処刑される。
2開戦と戦争の展開
12月8日末明　日本軍  ┌イギリス領(        　　　　  )11=マレー半島=に奇襲上陸
　　　　　　　　　　└ハワイの(     　　　　　     )12に奇襲攻撃

⇒アメリカ・イギリスに宣戦布告⇒太平洋戦争のはじまり　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12月11日　ドイツ・イタリアの対米宣戦⇒世界大戦化
開戦当初　日本軍⇒短期問に(  　　　　　      )13・シンガポールなどの諸都市を占領❖d

　　　ジャワ・スマトラ・(   　　　　　     )14などを攻略⇒東南アジアのほぼ全域を占領
　　　(    　　　　　　    )15とビスマルク諸島のラバウルを占領

1942年4月　空母ホーネットからのB25爆撃機による東京・大阪などの爆撃=(     　　　　    )16隊
　　　6月　(     　                      )17海戦❖eでの敗北
1943年2月　(                            )18島❖fからの敗退⇒太平洋地域での後退開始
1944年夏以後　アメリカ軍⇒サイパン島・レイテ島・ルソン島占領
1945年3月　(        　　　     )19❖g陥落⇒日本本土空襲強化❖h

　　　4月　(     　　　     )20本島に上陸⇒=沖縄戦❖i　軍部⇒本土決戦を唱え⇒沖縄は本上防衛の「捨て石」に 

　　　6月13日沖縄海軍司令官、23日陸軍司令官が自決。その後も(        　　　   )21学徒隊240名の内226名
　　　が死亡・自決するなど多くの住民の犠牲者をだした。

❖d---開戦直後，シンガポールでは数万人の(    　　　　       )22が抗日分子とみなされて膚殺され，フィリピンでも
　　対日非協カを埋由に数百人の人々が，日本軍のマニラ占領直後に殺された。
❖e---ハワイ防衛拠点の島。日本海軍は機動部隊主力(   　　　     )23 四隻と艦載機多数を失う。
❖f---西太平洋ソロモン諸島。上陸した日本兵3万1400名のうち死者・行方不明者2万人。
❖g---日本軍守備兵20933名のうち20129名が戦死。米軍の戦死6821名は第二次大戦で最大規模。太平洋での戦死者は
　　米軍9万3千人に対し日本軍158万8千人で、16倍に相当。その多くは餓死と言われ、未回収の遺骨が多数。
❖h---3月10日の(      　　　  )24大空襲は焼美弾による絨毯爆撃により一夜にして死者10万人以上，罹災者100万人以
　　上。続いて名古屋・大阪・神戸などの全国73都市にも同様の爆撃。
❖i---沖縄戦による戦死者は，米軍1万2520人，日本軍約9万4000人（うち沖縄県出身者約2方8000人），県民約9方
　　4000人。一般県民は日本軍によって集団自決を強いられた人々や，スパイ容疑などを理由に殺された人々も
　　おり，死者の数は県民43万人の約3分のlに当たる[       　　　　  ]25万人を上回ると言われる。

3朝鮮・台湾・アジア各地
日中戦争開始⇒日本国内---国民を侵略戦争にかりたてる国家(  　　  　　      )26体制
「(     　　　     )27国」ヘの日本人移住政策も強化　分村移民も

　日本⇒各地の植民地住民に対する「(     　　　     )28化」政策を強行　　　
[朝鮮]　　(台湾も同様)

1937年以降　一村一(     　　　   )29の設置と神社参拝，(        　　　 )30掲揚，「皇国臣民の誓詞」斉唱などを強制
学校での朝鮮語便用の禁止，「創氏(      　　　    )31」=朝鮮人の姓名を日本式に改めるなど
⇒徹底した日本への同化政策　　　　

日本⇒戦争遂行のために植民地・被占領地の人的，物的資源を収奪
強制(      　　　   )32❖ j---70万人に及ぶ朝鮮人を強制的に日本に連行  

❖j---鉱山や土木事業などで低賃金と民族差別のもと，はげしい労働に従事。日本占領下の中国人約4万人が日本で朝鮮人
　　労働者と同様に酷使。
従軍(      　　　     )33---朝鮮、インドネシアなど各地で。最前線の部隊にも。

朝鮮や台湾---志願兵制度ののち(       　　　   )34制も実施⇒多数の人々が兵士・軍属❖kとして戦場に
❖k---(     　　　     )35として戦場に送られた朝鮮と台湾の青年は，それぞれ約23万人，約3万6000人。そのほか，(       　　

　　　   )36=捕虜監視員など=として動員された朝鮮人は約16万人。その中で戦後「捕虜虐待」の罪で「B・C級戦
犯」として裁かれ「死刑」判決を受けた人はBC級全体で1000人のうち朝鮮人捕虜監視員は23人。有期刑125人。

[日本軍政下のアジア各地]
中国・ヴェトナム・フィリピン・マラヤ・インドネシア・ビルマ     

⇒多くの人々が遇酷な労働❖lを強いられる
植民地・被占領地から米・砂糖・石油・ゴム・錫など多くの重要資源を収奪
⇒「大東亜共栄圏」の宣伝と逆に民衆の生活は窮乏化・多数の餓死著を出す
満州の関東軍第(  　　　　      )37部隊による人体実験・(      　　　   )38戦研究とその実施❖m

　　❖l---タイ=ビルマ鉄道の建設には，インドネシア・マラヤなどからの多数の「労務者」と動員された連舎軍(       　　   )39

　　　　に大量の犠牲者を出した。
    　❖m---ペスト菌、コレラ菌等の培養・細菌兵器の生産を行い、中国で実戦に使用した、とされる。 　　
 [(      　　　   )40戦としての日中戦争]
1929年  「陸軍造兵廠・忠海兵器製作所」設立=広島県の(       　　　　   )41島→毒ガスの大量生産
        　　 参謀本部に「化学戦委員会」設置。
1942年　陸軍(     　　　      )42学校、化学戦教材として「支那事変における化学戦例証集」発刊。
　　　⇒中国での日本軍の「毒ガス戦」は『宣昌攻防戦』1941などで、中国国民党の統計その他に日本軍　　
　　　　側の資料を加えて、合計　(　　　　　　)43回とされる。

ガダルカナル島で全滅した日本部隊 硫黄島の米軍シャーマン戦車

・石油　・日ソ　・日米　・沖縄　・満州　・東条　・経済　・華橋　・空母　・軍事　・改名　・細菌　・連行　
・神社　・皇民　・捕虜　・兵士　・軍属　・化学　・ハル　・731　・1312　・真珠湾　・硫黄島　・習志野　
・大久野　・総動員　・大東亜　・日の丸　・慰安婦　・グアム　・マラヤ　・マニラ　・ビルマ　・ひめゆり　
・束雨アジア 　・インドシナ　・ドーリットル　・ガダルカナル　・ミッドウェー　

沖縄に上陸する米軍


